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二の星とされた。これは、『江家次第』に記され 北斗七星と支との対応に合致する。だが 「当年星」を同じく北斗第二の としたこと
については、その年の支によるものか否かも含めて、どのような方式に基づ 決定されたものかは不明である。『江家次第』は、あくまでも「本命星」の決定の仕方を記したの り、「当年星」を拝する場合は、また別の方式が適用されたと考えられ
先に、『内裏儀式』の「当年属星」の解釈に関して、藤貞幹等近世





として拝している。「賓太童子（賓大恵 ）」は北斗第六の武曲星で、この記録では本命・当年いずれかの星を指すとも読めるが、おそらくは、本命星・当年星ともに賓大恵子との意であろう。兼実 生は久安五年己巳 あるから 本命星は武曲 賓大恵子。先の忠通
（９）
記録と同様 たまたま も同じ星であっ のだろう。
忠通や兼実の記録に見られる「当年星」の内容に関しては、それ



















微恵子」を属 として拝した 院は永仁五年丁酉の年の生まれであり、『江家次第』に載るところの「北斗七星のうち生年 あた 星」を属星として用いたのである。
或いは、良基は、当時の摂関家に伝えられた属星解釈を以て天皇・




















配する星とした。即ち、密教系 「当年星」は九執に関わる概念であって、これと が直接に結び付くこと ないのであ 。
密教には、もともと星辰信仰の要素はなく、十世紀中頃に陰陽道
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いて同様の解説がある。氏は特に指摘していないが、これもおそらく『内裏儀式』の記事の解釈から導かれた説明 仕方ではないかと思う。なお、『古事類苑』『国史大事典』等は、四方拝について「その年の属星」を拝するとしてい が、例えばそれが北斗七 一であるとい ような具体的な内容にまでは触れていない。
（8）　藤原師輔の『九条殿遺誠』にも、北斗七星と支との対応が『江家
次第』のそれと同様に記されている。これは 元旦四方拝ではなく日課としての属星拝に関する記事であ 、 江家次第』に載せる属星の決定方式が前代から引き継が たもので り、四方拝 用いる属星の考え方としても特に孤立したものではないことを示唆すると考えられる。
（9）　ちなみに、文治四年の干支は戊申、前年の干支は丁未である。も
し、忠通の場合と同様に、兼実が前年の属星を用いた ば記録された当年 「賓大恵子」は『江家次第』に載る星 支と 対応にも合致する。但し、『日本暦日原典』 拠れば、この年は元日が立春に当たるので、「賓大恵子」が前年の当 星であっ とは考え難い。
（10）　同じ判詞に「大かた昔はすゑざまの人。殿上の侍臣なども。四方






























装束を急ぐ官人等の近景。南殿から清涼殿の内まで瑚に沿って揺らめく灯火の連なりに、追灘の名残も未だ消えやらぬ頃、清涼殿の東庭では、天皇自ら新たな年の安穏を祈る儀式の、そのための準備が始まっている。行事蔵人を先頭に、官人等は下役 者等を急がせながら次々と的確な指示を下し 行く。甲斐甲斐しく立ち働く姿からは、年の始めの晴れの役目 奉仕する彼らの誇らしさが見て取れるようではないか、と。　『建武年中行事』に於いて、このような文章は、およそ特異なものと言える。特異である は、珍しく叙情的 その文体、というよりもむしろ、諸司官人 奉仕 様を描く視線の細やかさについて言うのである。その視線 、確 、官僚組織を率いる国家 長としてのものであろう。しかも、それは必ずしも超越者の視線ではなく、働く者等と同一の地平 ら投げかけられた である。そこに宮廷という閉じられた世界を共有する仲間に対する暖かみのようなものさえ感じられる。この文章について、しばらく順 逐って考えてみよう。　儀式開始以前の諸司 働きについて述べる 儀式書が四方拝の次第を記す場合の、一つの定式であ また、庶人の私的な四方拝ではなく、国家儀式 して 天皇 四方拝や 公的な地位 ある院・摂関の四方拝を記す場合に特有の叙述方法でもある。　『内裏儀式』から『江家次第』に至るまで、勅撰・私撰の儀式書は、天皇に御湯を供し 或いは舞台装置を設営すべしというところから書き起こし、刻限到れば天皇出御、本番としての儀式が開幕るという叙述方法を 一つの定式として来た。儀式書の次第とは、




うが、それら 載る四方拝の記事は、儀式書の次第に倣う形で 儀式開始以前の沐浴・設営の段階から書き起こすもの 多い。これは、その日の儀式が定式通りに行われたことを示すためであり、後世の範例となることを意識してのことであろう。この場合、 主 とっては、儀式の主催が即ち“職”の一環なのであり その儀式は公的なものと認識されているのである。　即ち、冒頭に御座 設営 次第を置くのは、公の儀式であ 宮中四方拝を記す場合の、典型的な、しかも古式に則った叙述方法である。しかし、『建武年中行事』の件 文章は、単 そうした類型拠ったものというばかりでは片付けられない要素を含んでいるように思う。なぜなら こ 文章に 、四方拝の 一というよりは、むしろ、本格的な儀式叙述への導入部分として置かれた 趣が感じられるからである。
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皇は額の間から出るとある。だが、これ 錯誤があろう。雨雪を避けるために東庭ではなく屋根のある弓場殿で儀式を行おうというのに、雨儀に限って南第三間ではなく南第五間から出るのでは、弓場殿までの道のりが却って遠くなってしまい 本来の趣旨にそぐわない。『江家次第』装束奉仕の次第に拠れば 東庭 出御の路は、もともと第三問或いは額の間。また、雨儀には弓場殿に御座 設けが、その場合、殿上の小板敷の下より筵道を敷き、無名門を出て弓場殿に到る、とする。おそらく実際 は 雪の場合は第三問・額の問いずれも用 ることなく、殿上 間から出御という略儀を採ったのである。





の次第には、これについて 記述 伴う が普通である。また、四方を拝する順序は北から始まるが、日記等 照らせば、東から始めて東南西北の順に拝するのが通例であ 但し、『江家次第』方拝の次第の注記 は、 め とする『九条年中行事』 説が紹介されており、『建武年中行事』の記述にも一定の根拠のあるとを伺わせる。即ち 本文 若干の異 は見られるも の、次第そのものとし は、大体 ところ常識 線を大きく外れるも ではないと思われる。
むしろ注目したいのは、御座についての説明が随所に挿入されて






















中に、「御座の上ににくをしく。」というように、装束 説明が挿入される。『江家次第』 ある通り、天地四方を拝する座には、短帖の上に、さらに褥を敷く。そのことを 本文では、御座の設営に奉仕する官人の心得としてではなく、御拝に臨む天皇の視界 入るであろう御座の様として述べ いるのである。「御座の前に、白木の机に香花燈を置けり。」というのは、『江家次第』を見ると、属星拝・天地四方拝それぞれの座前のこ かとも思える。だが『江家次第』の引く 天禄四年記」 及び『雲図抄』の指図では、属星拝・天地四方 の座が西・東に並ぶそ 前 、香炉の机・作花の机・燈（『雲図抄 指図の「香」は誤りか）の机 東西方
四二
向に一列に並べ置くとしているので、『建武年中行事』もこの説に拠っているのかもしれない。また「北辰を拝する座に式筥をおく。」というのは、勿論、御座に近く机を立てて その上に内裏式の筥を置くのである。ただ、『江家次第』では、おそらく属星拝・天地四方拝の両座の右（東）に式の筥の机を置くとし いるので、本文が、属星拝の座 右、即ち天地四方拝 座 の間に置くと言うのとは異なると思う。　要するに、本文では 天皇が天地四方を拝すると う段になって当の御座の様を説明し、そ 後 視線を周囲 巡らして 属星拝・天地四方拝の座前にある香・華・燈の机や 傍らにあ 式の筥 机について説明す 、ということなのであ 。陵を する次第の後に「御座は、皆両めん みじかきた
ゝ
みなり。」とあるのも、属星拝・
天地四方拝・二陵拝の全ての次第を説明した後に、翻って、三座に共通するしつらいの特徴を補足的に述べたも である。　さて、四方拝の記事 最終場面 進もう。
御拝はてゝ入らせ給。蔵人頭、御さうかい・御笏を給はる。
御拝を了えた天皇は、清涼殿内に還り入る。蔵人頭は、天皇の草




高いと思う。『雲図抄』に拠れば、蔵人頭は、天皇出御 際、御裾に候するとともに、草鞋を供する役をも務めている。そし 、 が御拝のために屏風に入ると、蔵人頭は、蔵人より御笏を伝え取り天皇に献ずるのだが、おそらく、この時、蔵人頭は天皇 草鞋を賜ったはずである。さらに、天皇が御拝を了えた頃 天気を伺い屏風を開いて笏を賜り蔵人 下すが おそらく この時、蔵 頭は、殿に戻る天皇 、先 賜った草鞋を再び献じたはずである。つまり、実際の儀式に於いて 蔵人頭 笏 賜 のは、天皇が御拝を了えて屏風から出 際 こ であり、一方、草鞋を賜るの 、天皇が御拝のため 屏風に入 際のことであった 思われ 。　だが、この違例の記述があること よっ 『建武年中行事』四方拝記事の個性は、一層くっきりと見えて来る。天皇が東庭の式場から立ち去っても、それで全てが終わ わけではない。諸司には 御座を撤するという重要な仕事が控えているのだが、『建武年中行事』の関心は、官人の任務にではなく、あくまでも天皇 行動に注 れている。だからこそ、儀式の本番が終わった後の 作法が たとえそれが違例の作法ではあっても記されることとなった であるまた、天皇を主体として、その動きに沿い、その視線を追う形で儀式の輪郭を描くという叙述の姿勢が 一貫し もので も確認できる。　さて、本文に一通り目を通したところで、 う 度 冒頭の文章







人々を描く視線に感じられる暖かみ おそらく その〝読者〟に対する語りかけの親しさと、同一の性格のも なのではないだろうか。天皇と臣下と。宮廷という閉じられた世界に同じ愛着を抱く仲間としての共感。天皇は、人々の生き生きと立ち働く様を描きつつ、自らの主催する宮中の儀式世界に、親しく〝読者〟を誘って行く。　そこで繰り広げられる儀式 世界は、天皇 視線 導か た、天
四三
子厚藤佐
皇自身を主人公とする世界である。しかし、それは、どうやら実体験に基づくものではなく、多くの場合、資料や見聞による故実研究の成果をもとに再構成された虚構の世界であるらしい。　例えば四方拝の記事に於いても、先に指摘した通り 漢文資料の誤読等に由来するかとおぼしき違例の記述が幾つか認められた。天皇家に生まれた者にとって、四方拝は 公的な地位に ことを示す特別の儀式である。『江家次第』等によれば、宮中四方拝は天皇のみの儀式であり、東宮であって 公的儀式として四方拝を行うこと
（２）











　新しい内裏で新春を迎え、宮仕えの人々は誰もが皆、晴れやかな表情で互いに会釈を交わし合う。ほのぼのと夜が明ける頃、御殿の前庭で四方拝が行われる。御殿の第三間の格子が上げられ、天皇が出御。庭には屏風を立て巡らして御座がしつらわれており、天皇が御拝に臨む。御拝の間、御剣の次将が屏風の南に控え、御草鞋の役の人は西に候する。 たな年の始め、天皇 安泰を祈る儀式 、こうして、つつがなく執り行われた、と　天皇に側近く仕える女房の視点から描かれた四方拝の様。新春を言祝ぐ導入 部分には、『建武年中行事』四方拝の冒頭の文章と通ずるものも感じられる。宮仕えの仲間 ちが互いに交わし合う、暖かく親しげな視線。『建武年中行事』の冒頭も 『竹むきが記』 ような女房の仮名日記が編み出した宮中風景描写の手法を、どこかで意識したものであったかもし ない。　それはともかくとして、『建武年中行事』と 異なり、『竹むきが記』の視点は、四方拝 描写に移っても質的に変化するわけではない。同じ、女房 しての視点。ただ、それまで宮仕えの仲 たちに向けられていた視線を、そのまま主の天皇に転ずるだけ あ 。その視線は、天皇 動きに沿いながらも 常に一定の距離を保ち、殿内から儀式の様子を見守るという立場を崩してはいない　事実 記録を基本とする日記に於いては、現実 天皇と 人ととの間にある格差が直接に反映する。記主は、あくまでも女房として、主の儀式を している であ 。その辺りの事情は、仮 記主が四方拝に奉仕した蔵人等近臣であって 、同じことであったろう。　『建武年中行事』の四方拝の各場面が、女房等の仕え人ではなく、
『建武年中行事』雑考(七)
天皇の視線からする描写を貫いていることは、『竹むきが記』との比較によっても、よく分かる。そこで疑問が浮かぶのである 、後醍醐が在位のうちに当の記事を編んだとすれば、何も問題はないのである。しかし、先にも述べたように、 れが実体験に基づいて書かれたとは、とても思われない。一方、『建武年中行事』が在位中の著述ではないとすると 臣下の身でありながら、天皇の視線で天皇の儀式を描く いうことが可能だったのかという疑問が残 。
勿論、『建武年中行事』と事実の記録としての日記とは、全く性格





第』には「幼主設レ座不レ拝」ともあり、元服以前の幼帝の場合には御座の設けのみで出御はないとする これ 幼年に配慮 ての略儀であって、儀式そのものを行なわぬ東宮の場合とは事情を異にす
る。藤原忠実の『殿暦』永久二年（一一一四）正月一日条に「主上今年始有四方拝」とするのは、前年に十一才で元服した鳥羽天皇が即位後八年目に初めて四方拝を行ったとの記事であるが、これも、趣旨としては、初めて出御ありということかもしれない。　なお、一定の地位 就い 後に初めて四方拝を行うという慣例は摂関家でも同様であって、『殿暦』永久四年（一一一六）正月一日条に拠れば、前年に内大臣に昇った忠通が、この日、二十才の を迎えて初めて四方拝を行っている。庶人が私に四方拝を行ったことは、『江家次第』の他『永昌記』（注1に同じ）に拠っても確認できるが、諸大夫層の場合 やはり、個人の四方拝を行うについては、その家格なり 相応の条件を課していたのではなかろうか。
＊本文出典一覧『建武年中行事』『雲図抄』
『年中行事歌合』
『江家次第』『内裏儀式』『内裏儀式疑義弁』『親信卿記』『江記』『法性寺関白記』『玉葉』『宣胤卿記』『中右『殿暦』『二中歴』『竹むきが記
──以上、『群書類従』
──
『神道大系』
──
以上、『新訂増補故実叢書』
──
以上、『大日本史料』
──
『古事類苑』
──
国書双書刊行会編『玉葉』
──
以上、『増補史料大成』
──
『大日本古記録』
──
『改訂史籍集覧』
──
『新日本古典文学大系』
原則として旧漢字は新字体に改め、注記は〔　〕内に一行書きとした。また、引用にあたって、『建武年中行事』については、和田英松註解・所功校訂『新訂建武年中行事註解』を参考に仮名遣い・文字遣い等を改め、『内裏儀式』については私に句読点を加えた。
四五
